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産業厚生常任委員会道内行政視察報告書 

 

 本委員会は、道内行政視察を次のとおり終了したので、由仁町議会会議規則第 77 条の

規定により報告します。 

 

記 

 

１ 視察事項 

・認定こども園の運営について 

 

２ 期  日 

  平成 30 年７月 30 日（月） 

 

３ 視察地 

日高管内浦河町 

 

４ 派遣議員 

  佐藤 英司・羽賀 直文・大竹 登・吉田 弘幸 

    

５ 随行職員 

  議会事務局長、事務担当主査 

 

６ 視察内容 

 別紙のとおり（報告書文責 副委員長 羽賀 直文） 
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【【【【認定こども園の運営について認定こども園の運営について認定こども園の運営について認定こども園の運営について】】】】（７月（７月（７月（７月 30303030 日）日）日）日）    

    

＊＊＊＊浦河町の概要浦河町の概要浦河町の概要浦河町の概要    

浦河町は北海道の南部、日高振興局管内のやや東部に位置し、振興局の所在地である。

東は様似町、西は新ひだか町に隣接し、背後は日高山脈、前面は太平洋に面していて、

面積６９４．２６ｈａのうち８１％が森林である。 

人口は、１２，４７５人（平成３０年７月現在）主な産業は、豊富な水産資源の漁業、

なかでも良質なダシ昆布「日高昆布」や、サケ・マス、夏から秋にかけてのスルメイカ

は特産。 

 また、軽種馬の生産・育成も盛んで、町内に約２００の牧場があり、３，０００頭

以上のサラブレッドが駆け回っている。 

歴史は古く、江戸時代に松前藩が幕府に献上した「元禄御国絵図」には、既に「浦川」

として記載されており、松前藩によって浦川場所（会所）が設けられ、主として漁業に

よる交易が行なわれていた。 

 

＊認定こども園設立の経緯＊認定こども園設立の経緯＊認定こども園設立の経緯＊認定こども園設立の経緯    

浦河町内では保育所６か所（町立４か所、私立２か所）において、少子化に伴う児童

数減少による入所定員割れや、施設の老朽化が進んでいたことから、平成１９年度に行

財政改革及び民業圧迫回避を目的とした、町立保育所民営化を視野に入れた浦河町保育

所運営計画の策定議論が始まる。 

平成２１度から「北海道安心こども基金」を活用して、同じく老朽化が進んでいた町

内幼稚園に保育機能を持たせた、「幼保連携型の認定こども園」の開設に向けた本格的な

議論が始まり、最初に堺町保育所を民営化することが決定し、町内法人によるプロポー

ザル選考によって、学校法人前田学園（夢の国幼稚園）が事業者として選ばれた。 

 

 

 



- 2 - 

 

    表表表表１１１１    設立までの動き設立までの動き設立までの動き設立までの動き    

 

（資料：浦河町）（資料：浦河町）（資料：浦河町）（資料：浦河町）    

 

    表２表２表２表２    補助金活用状況補助金活用状況補助金活用状況補助金活用状況    

 

（資料：浦河町）（資料：浦河町）（資料：浦河町）（資料：浦河町）    
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表３表３表３表３    子育て支援事業の実施状況子育て支援事業の実施状況子育て支援事業の実施状況子育て支援事業の実施状況    

 

（資料：浦河町）（資料：浦河町）（資料：浦河町）（資料：浦河町）    

 

表４表４表４表４    認定こども園での過ごし方認定こども園での過ごし方認定こども園での過ごし方認定こども園での過ごし方    

 

（資料：夢の国幼稚園・保育園）（資料：夢の国幼稚園・保育園）（資料：夢の国幼稚園・保育園）（資料：夢の国幼稚園・保育園）    
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＊視察を終えて＊視察を終えて＊視察を終えて＊視察を終えて    

今回視察させていただいた浦河町の認定こども園は、既存の施設の老朽化、町の行財

政改革、道の基金の活用、経験のある民間事業者の存在等、新しい施設の開設への条件

が整って、道内でも比較的早い時期に開園した認定こども園である。当町の既存施設の

利用方針とは違い、新規に建てられた園舎は各部屋のスペースもゆったりとして、トイ

レ等も園児目線で作られており、乳児室には沐浴室や調乳室が併設されている。当然の

ことながらトイレや厨房は衛生面で最善の配慮がなされている。素人目にはまさに理想

的な環境と感じました。 

職員数も１００人以上の園児を擁するだけに、正職員・臨時職員・嘱託で２８人もお

り、送迎も基本的に園のバスということで雇用はあるが、人件費もそれ相応にかかって

いると感じました。 

平成３２年度開園を目指す当町の認定こども園においても職員の確保、勤務環境への

配慮、そして何よりも園児、保護者にとってよりよい保育・教育環境が担保されるよう

私ども議会も尽力してまいります。 

今回、視察にあたり公務多忙の中、説明いただいた町職員の皆様、懇切丁寧に施設の

説明をいただいた大澤園長に感謝申し上げます。 

 

以上、産業厚生常任委員会道内行政視察報告といたします。 

 

                     （報告書文責 副委員長 羽賀直文） 

 


